
社会資本総合整備計画

(防災・安全交付金）

奈良県　橿原市

　

安心・安全で『すこやか』に暮らせるまち　かしはら

第3回目変更　　H29. 3.23
第2回目変更　　H28. 3.25
第1回目変更　　H27. 3.26
※当初計画　　H26. 3.28



安心・安全で『すこやか』に暮らせるまち　かしはら

平成26年度　～　平成29年度　（4年間） 橿原市

・市民アンケート調査による安心して歩道を通行することができる「安全で快適な道路の整備」の満足度を－２３．６％（Ｈ２６当初）から０％（Ｈ２９末）に向上させる。

（H２７末） （H２９末）

　

　

　

　　　　

　

　

　

　

Ａ1　道路事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H26 H27 H28 H29 策定状況

1-A-1 道路 一般 橿原市 直接 橿原市 市町村道 改築 50.0 10.0 17.0 15.0 92.0

1-A-2 街路 一般 橿原市 直接 橿原市 S街路 改築 75.0 2.0 20.0 30.0 127.0

1-A-3 街路 一般 橿原市 直接 橿原市 S街路 改築 59.0 81.0 53.0 9.0 202.0

1-A-4 道路 一般 橿原市 直接 橿原市 市町村道 改築 60.0 80.0 60.0 200.0

1-A-5 道路 一般 橿原市 直接 橿原市 市町村道 改築 20.7 332.1 195.0 165.0 712.8

1-A-6 道路 一般 橿原市 直接 橿原市 市町村道 改築 236.0 236.0 811.0 1,283.0

2,616.8

Ａ７　下水道事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H26 H27 H28 H29 策定状況

7-A-1 下水道 一般 橿原市 直接 橿原市 雨水 新設 浸水対策下水道事業 15.0 20.0 40.0 20.0 95.0

7-A-2 下水道 一般 橿原市 直接 橿原市 汚水 改築 長寿命化対策事業 70.0 50.0 50.0 50.0 220.0

315.0

Ａ１２　都市公園事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H26 H27 H28 H29 策定状況

12-A-1 公園 一般 橿原市 直接 橿原市 都市公園 改築 100.0 50.0 50.0 50.0 250.0

12-A-2 公園 一般 橿原市 直接 橿原市 都市公園 改築 30.0 30.0 60.0

12-A-3 公園 一般 橿原市 直接 橿原市 都市公園 新設 513.0 800.0 320.0 1,633.0

12-A-4 公園 一般 橿原市 直接 橿原市 都市公園 改築 6.4 6.4

12-A-5 公園 一般 橿原市 直接 橿原市 都市公園 改築   2.0 180.0 182.0

2,131.4

5,063.2

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 策定状況

合 計
Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度）

種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29

 C-1 施設整備 一般 橿原市 直接 橿原市 施設整備 新設 10.0 50.0 60.0

 C-2 施設整備 一般 橿原市 直接 橿原市 施設整備 新設 60.0 60.0

 C-3 計画調査 一般 橿原市 直接 橿原市 計画調査 計画調査 9.0 3.7 12.7

 C-4 活動支援 一般 橿原市 間接 橿原市 計画調査 支援 50.2 50.2 50.0 150.4

 C-5 施設整備 一般 橿原市 直接 橿原市 施設整備 新設 5.0 5.0 5.0 5.0 20.0

 C-6 施設整備 一般 橿原市 直接 橿原市 施設整備 新設 都市公園事業（新沢千塚古墳群公園） 36.0 36.0

合 計 339.1

番号

 C-1 街路事業（1-A-2、1-A-3）と一体的に整備。計画している交通広場に｢休憩・眺望・情報発信ゾーン｣を設け、観光客増加を図る。

 C-2 街路事業（1-A-2、1-A-3）と一体的に整備。電線類を地中化することにより景観や安全に配慮し観光客増加を図る。

 C-3

 C-4 道路事業（A 1）と一体的に実施。災害、事故、事件を未然に防ぎ安全で快適な道路の整備を、また地域のつながりなどの意識向上を図る。

 C-5 都市公園事業(A 12)と一体的に実施。適切な資材を備蓄整備することにより災害発生時において、防災公園としての機能充実を図る。

 C-6 都市公園事業(12-A-3)と一体的に実施。新沢千塚古墳群公園の案内板等を整備することにより施設利用者の利便性、安全性の向上を図る。

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業

事業 地域 交付 直接

種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29

番号 備考

平成29年3月23日

備考

備考

費用便益比

費用便益比

備考

重点配分対象の該当

備考

6.3%

費用便益比

費用便益比

・橿原市の公共下水道（雨水）の整備率を４６．１％（Ｈ２６当初）から４６．５％（Ｈ２９末）に増加させる。
・橿原市（白橿地区）の公共下水道（汚水）の長寿命化対策率を２０．０％（Ｈ２６当初）から１００．０％（Ｈ２９末）に向上させる。
・１人あたりの都市公園面積を８．３㎡/人（Ｈ２６当初）から９．０㎡/人（Ｈ２９末）に向上させる。
・橿原市の公園の長寿命化対策率を８．４％（Ｈ２６当初）から２６．０％（Ｈ２９末）に向上させる。

社会資本総合整備計画（防災・安全交付金事業）
計画の名称

計画の期間 交付対象

計画の目標

橿原市が掲げるまちづくりの理念である「人とともに、歴史とともに、やさしく強いまち　かしはら」を実現するため、本市の個性ある特色を活かしたまちづくりを進めるとともに、
少子高齢化社会等に対応した安心かつ安全で、災害に強い都市基盤整備や長寿命化対策等を計画的に実施する。

　　計画の成果目標（定量的指標）

・市民アンケート調査による｢災害に備える都市基盤の整備と体制の強化｣の満足度を２．４％（Ｈ２６当初）から１０．０％（Ｈ２９末）に向上させる。

・市民アンケート調査による｢住みやすさの満足度｣を７３．９％（Ｈ２６当初）から７５．０％（Ｈ２９末）に向上させる。

・橿原市の公園内便益施設（便所）のバリアフリー化率を６８．４％（Ｈ２６当初）から８９．５％（Ｈ２９末）に向上させる。

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

当初現況値 中間目標値 最終目標値

（H２６当初）

市民アンケート調査による｢災害に備える都市基盤と体制の強化」の満足度（％）を調査する。 2.4 6.0 10.0

満足度（A-B)＝ 「満足率」A（「満足」、「やや満足」と答えた人の割合％）－「不満足率」B（「やや不満」、「不満」と答えた人の割合％）

市民アンケート調査による｢安全で快適な道路の整備」の満足度（％）を調査する。 -23.6 -10.0 0.0

満足度（A-B)＝ 「満足率」A（「満足」、「やや満足」と答えた人の割合％）－「不満足率」B（「やや不満」、「不満」と答えた人の割合％）

市民アンケート調査による｢住み心地、住みやすさ」の満足度（％）を調査する。 73.9 74.0 75.0

満足度（A-B)＝ 「満足率」A（「満足」、「やや満足」と答えた人の割合％）－「不満足率」B（「やや不満」、「不満」と答えた人の割合％）

橿原市の公共下水道（雨水）整備率（％） 46.1 46.2 46.5
＝（概ね１０年に１回発生する規模の降雨に対応できる区域の面積（ha））／（概ね１０年に１回発生する規模の降雨に対し整備が必要な区域の面積）×１００（％）

＝長寿命化対策を実施した都市公園数（箇所）/都市公園数（箇所）×１００（％）

橿原市（白橿地区）の公共下水道（汚水）の長寿命化対策率（％） 20.0 65.0 100.0

＝長寿命化対策済延長（km）/長寿命化対策の必要な延長（km)×１００（％）

1人あたりの都市公園等面積（㎡/人） 8.3 8.5 9.0

公園内便益施設(便所)のバリアフリー化率（％） 68.4 68.4 89.5

＝公園内便益施設(便所)バリアフリー化実施数（箇所）/バリアフリー化が必要な公園内便益施設(便所)数（箇所）×１００（％）

＝都市公園等の供用面積(㎡)/橿原市人口(人)

公園の長寿命化対策率（％） 8.4 17.2 26.0

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） 5,402 百万円 Ａ 5,063 百万円 Ｂ 0 百万円 Ｃ 339 百万円 Ｄ 0 百万円
効果促進事業費の割合

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

交付対象事業

事業者
事業及び
施設種別

省略
工種

要素となる事業名
市町村名

全体事業費

（百万円）（事業箇所）

小槻町・十市町線 道路拡幅 L=0.3km
今井五井線（今井地区） 現道拡幅 L=317.5ｍ W＝16～19ｍ

畝傍駅前通り線（今井地区） 現道拡幅 L=712ｍ W=12～16ｍ

真菅駅南周辺整備事業 道路拡幅 L=250ｍ W=6.5ｍ

市道慈明寺町・四条町線 道路拡幅 L=1400ｍ W＝12～14ｍ

雲梯町･古川町線 道路拡幅 L=930ｍ W＝16ｍ

小　計

事業者
事業及び
施設種別

省略
工種

要素となる事業名
市町村名

全体事業費
（百万円）（事業箇所）

雨水管　　600×600mm等　A≒5ha

対象延長　L≒2.8km

小　計

橿原市

橿原市

事業者
事業及び
施設種別

省略
工種

要素となる事業名
市町村名

全体事業費
（百万円）（事業箇所）

橿原市公園施設長寿命化対策 橿原運動公園等40箇所における公園内施設の更新等

橿原市安全安心事業 新賀公園等4箇所における便益施設のバリアフリー化等

都市公園事業（新沢千塚古墳群公園） 基盤整備、用地購入

事業実施期間（年度）

橿原市公園施設長寿命化計画策定業務 長寿命化計画策定業務委託

都市公園事業（橿原運動公園） 施設整備

市町村名
地区名

小　計

合　計

番号 事業者
事業及び
施設種別

省略
工種

要素となる事業名
事業内容

市町村名

都市計画道路等の整備手法等の計画策定

全体事業費
（百万円）（延長・面積等）

番号 事業者
事業及び
施設種別

省略
工種

要素となる事業名
事業内容

（延長・面積等）

橿原市

進入路等の整備

安心安全な地域づくり事業 青色パトロール、防犯灯設置補助事業

災害資材備蓄整備事業 災害時の備蓄物資

全体事業費
（百万円）

集客を促進する｢休憩・眺望ゾーン｣の創設 交通広場に｢もてなし｣の施策の実施

無電柱化事業

橿原市における都市計画道路整備計画策定事業

番号 事業者
要素となる事業名

（事業箇所）
事業内容

市町村名
事業実施期間（年度）

（面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

一体的に実施することにより期待される効果

街路事業（1-A-2、1-A-3）と一体的に計画。都市計画道路を効果的に見直すことにより、少子高齢化等に対応した計画策定を行うことで、安心・安全な都市計画施設整備の促進を図る。

全体事業費
（百万円）

橿原市

橿原市

橿原市

橿原市

橿原市

橿原市

橿原市

橿原市

橿原市

橿原市

橿原市

橿原市

橿原市

橿原市

橿原市

橿原市



社会資本総合整備計画（防災・安全交付金）

計画の名称 安心・安全で『すこやか』に暮らせるまち　かしはら

計画の期間 平成26年度　～　平成29年度　（4年間） 橿原市

行　政　区　域　界
A1
A7
A12

凡　　　　例

道路事業
下水道事業
都市公園事業

交付対象

下水道事業
７-A-1 浸水対策下水道事業

都市公園等事業

12-A-3 都市公園事業
（新沢千塚古墳群公園）

C-6 都市公園事業（新沢千塚古墳群公園）

都市公園等事業

12-A-4 橿原市公園施設長寿命化計画

策定業務

下水道事業
７-A-2 長寿命化対策事業（汚水）

都市公園等事業
12-A-1 橿原市公園施設長寿命化対策

C-5 災害資材備蓄整備事業

道路事業

1-A-1 小槻町・十市町線

C-1 集客を促進する「休憩・眺望ゾーン」の
創設

街路事業

1-A-3 畝傍駅前通り線（今井地区）

C-3 橿原市における

都市計画道路整備計画策定事業

道路事業
1-A-5 市道慈明寺町・四条町線

街路事業

1-A-2 今井五井線（今井地区）

C-2 無電柱化事業

道路事業

1-A-4 真菅駅南周辺整備事業

C-4 安心安全な地域づくり事業

道路事業
1-A-6 雲梯町・古川町線

都市公園等事業
12-A-2 橿原市安全安心事業

都市公園等事業

12-A-5 都市公園事業
（橿原運動公園）



交付金の執行状況
（単位：百万円）

※　平成２６年度以降の各年度の決算額を記載。

H26 H27 H28 H29 H30

配分額
（a）

425.389 357.386 353.285 276.356 0

計画別流用
増△減額
（b）

87.300 0 0 0 0

交付額
（c=a+b）

512.689 357.386 353.285 276.356 0

前年度からの繰越額
（d）

0 235.890 53.306 123.367 63.744

支払済額
（e）

276.799 539.969 283.224 335.979 63.744

翌年度繰越額
（f）

235.890 53.306 123.367 63.744 0

うち未契約繰越額
（g）

0 0 0 0 0

不用額
（h = c+d-e-f）

0 0 0 0 0

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

0.00% 0.00% 0.00% 0.00% 0.00%

未契約繰越＋不用率が10％を
超えている場合その理由




